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ホストクラブ 竹原ロータリークラブ  開催場所 大広苑 

 



御 挨 拶 

グループ 9 ガバナー補佐 市川 重雄 

本日は国際ロータリー第 2710 地区Ｇ9 2015～2016 年度インターシティーミー

ティングを開催するに当たり公私共にご多用の中ガバナー東良輝様、パストガバナ

ー大之木精二様、田村泰三様、次年度Ｇ9ガバナー補佐尾道クラブの安保雅文様の

ご臨席を賜り、またＧ9各クラブ会員の皆様、多数ご出席頂き開催できます事この

上ない感動を覚えております。 

 さて、今年度東ガバナーの信条でもある「ロータリーの原点に戻り、輝かしい未

来の礎を築こう」今年度地域重点項目に、会員基盤の増強を上げておられます。こ

の理念の基、本日は基調講演にパストガバナー大之木精二様に「ロータリーの存在意義と会員基盤の強化」の

題材でご講演頂きます。パストガバナー大之木精二様に基調講演講師をお願いしたところお忙しい中快くお受

け頂き感謝申し上げます。その後各クラブの今年度の増強活動状況とその成果を発表して頂き今後の会員増強

の指針になればと考えております。会員無くしてロータリーの未来は無いものと思います。 

続いて記念講演は、地域の特色を出したく熊本県在住の賴山陽研究家橋本正勝様をお迎えして「賴山陽に学

ぶ」と題してご講演頂きます。賴山陽先生は竹原は勿論この近隣でも多くの遺跡を残されております。お楽し

み頂けたらと思います。 

 最後はロータリーのもう一つの目的親睦です。楽しい親睦会になる様に準備させて頂きました。今日一日が

皆様にとって有意義で楽しい一時である事を祈念しております。 ホストクラブである竹原ロータリークラブ

中川実行委員長をはじめ全会員が結束して本日のインターシティーミーティングが盛会に進行する事を願い準

備して頂きました。ロータリーの好意と友情の賜と厚く感謝申し上げ御挨拶とさせて頂きます。 

 

第二部 基調講演                 第三部  

 

演題「ロータリーの存在意義と会員基盤の強化」        今年度増強活動及び実践報告 

講師 大之木 精二パストガバナー                   報告者 

広島空港RC 佐々木 正親 会員 

                               因  島RC 村 上  光 会員 

                                                              三  原RC 夜 船 裕 光 会員 

                                                              尾  道RC 宮 地 宏 明 会員 

                               尾 道 東RC 三 宅  宏 会員 

                                瀬 戸 田RC 耕三寺 孝三 会員 

                               竹 原RC  本 庄 純 夫 会員 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第四部 記念講演 

演題「頼山陽に学ぶ」 講師 頼山陽研究家 橋本正勝氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の母は 94 歳で亡くなりました。5 年間入院をし亡くなる 7 日前に、孫(私の息子)にたどたどしい字で書いた

色紙がございます。   生きることは 学ぶこと そして それを社会に返すこと 

私は、生きることは、志をもって学ぶことが大事だと思います。自分の子供や孫に教えないといけません。 

日本の歴史は本当に素晴らしいものだという事を伝えていかなければいけません。それが私たちの使命と思い

ます。私は現在 70歳ですが、いくつになっても学び、自分のできることで社会にそれを返していかなければい

けないという事を感じるこの頃です。桜の満開の時期に、私の大好きな頼山陽先生の事をお話しする機会を与

えていただきまして有難うございました。皆様どうぞお元気で。 

 


